
会 議 録 

会議名称 第５期幸区区民会議 第１１回専門部会（自転車事故ゼロ部会） 

日 時 平成２７年１０月２６日（月）１８：３０〜１９：３０ 

会 場 幸区役所４階第４会議室 

出席者 ●区民会議委員（５０音順） 

 阿部法弘委員（部会長）、近藤多恵委員（副部会長）、飯島忠男委員、 

大澤義和委員、佐々木繁委員、西野恭一委員、原紀代子委員 

●事務局 

 幸区役所まちづくり推進部企画課 今村課長、吉岡係長、佐藤係長、早川職員 

 （株）計画技術研究所 西原 

欠席者 押山委員 

傍聴者 なし 

配布資料 ●議事次第 

●資料１ 平成２７年度第２回体験型高齢者交通安全教室について 

●資料２ 幸区民祭における自転車交通安全ブース出展について 

●資料３ 第５期幸区区民会議フォーラム実施概要（案） 

●資料４ 「第５期幸区区民会議」スケジュール（案） 

●資料５ 「自転車事故ゼロ部会」調査審議スケジュール（案） 

議 題 ・「体験型高齢者交通安全教室」の実施状況の確認 

・幸区民祭における自転車交通安全ブースの出展状況の確認 

・第５期幸区区民会議フォーラム実施内容の検討 

・今後のスケジュールについて 

決定事項 １ 提言検討に向けた「体験型高齢者交通安全教室」についての総括 

・自転車の交通安全性についての意識啓発の良いきっかけとなっている。実施方法

については、今後も状況に応じた工夫が考えられる。 

 

２ 第５期幸区区民会議フォーラム実施内容の検討 

・平成２８年２月２０日（土）に「さいわいみんなの交流広場」と同日開催として

実施し、内容については引き続き検討を行う。 

会議の内容 

及び 

主な発言 

 

 

１ 「体験型高齢者交通安全教室」の実施状況の確認 

●資料１について事務局が説明した。 

・参加者は興味を持ってくれ、全体的には成功だった。 

・視野診断計が使えなかったのは残念であり、そのために待ち時間ができてしまっ

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者の年齢は 70 歳以上であり、自転車シミュレーターは難しく、途中でリタイ

アする人も多い。実際に校庭で自転車に乗った方が身につくのではないか。 

・やったことに非常に意味がある。交通安全教室なので、診断結果は厳しくてもよ

いのではないか。 

・安全性の点からもシミュレーターを利用するのがよいと思う。交通安全に対する

意識づけとして、いいきっかけになる。 

・80 歳以上は自転車に乗らない方も多いのではないか。「自転車がこう走ってくるか

ら危ないよ」といった内容もよいのではないか。 

・自転車シミュレーターで発進する時に毎回後ろを見なくてはいけないのか、とい

う質問があったが、そうしないと危険であるということを改めて知ってもらえて

よかった。 

 

２ 幸区民祭における自転車交通安全ブースの出展状況の確認 

《内容について》 

・予想以上に参加者が多かった。多くの区民に自転車の交通安全について情報発信

ができたのがよかった。 

・「子ども安全免許証」は長蛇の列だった。 

・クイックアームは子どもにも人気があり、ゲーム感覚でやっていて好評だった。 

・バルーンアートは集客効果があった。 

《会場について》 

・ブースが狭かったので、もう少し広いとよかったと思う。 

・パネルを見ている人がほとんどいなかったのが残念だった。場所が狭かったため、

移動させることができなかった。 

 

３ 第５期幸区区民会議フォーラム実施概要案 

●資料３について事務局が説明した。 

・「みんなの交流広場」と同時開催であれば、人は多く来るので良いと思う。 

・パネルディスカッションをやる場合、会場への出入りがあると落ち着かないので

はないか。以前、別の会議で基調講演を行った際は、30 分程度出入りを止めても

らったことがあるが、今回は難しいと思う。 

・会場の配置に工夫が必要だが、区民会議からの提言の報告の後に、自転車シミュ

レーター等を体験してもらうといった流れも良いと思う。 

→「みんなの交流広場」は区役所１階で開催し、出展スペース、ステージを設け

る予定と聞いているので、ステージの時間を少しもらって提言の報告をしては

どうかと考えている。 

・区民会議の目的は、最終的に区長に報告書を提出することが目的だと思っている



が、人を集めて報告するというプロセスも必要なのか。 

→フォーラムを通して、多くの人に区民会議とその検討内容を知ってもらうため

に実施しており、他の区でも同様のことをしている。幸区では、従来、フォー

ラムを経て、翌年６月頃に区長に報告書を提出するという流れになっている。

・前回のパネルディスカッションは、コーディネーターの方がしゃべる時間が長か

った。事前に段取りをしておくことは大事である。また、それぞれの報告に偏っ

てしまい、あまりディスカッションにはならなかったように思う。今回は来場者

にも発言を求めるなどして、参加者も楽しみ、交流できる内容にしたらよいので

はないか。 

→ディスカッション形式にこだわらず、「区民会議からの報告」と「参加者との質

疑応答」という構成も考えられる。 

・カフェ形式の意見交換やシール投票等は、ぜひ実施すると良いと思う。 

⇒自転車事故ゼロ部会としては、平成２８年２月２０日（土）の「さいわいみん

なの交流広場」との同日開催に賛成するということになった。 

 

４ 今後のスケジュール 

●資料４、５について事務局が説明した。 

⇒フォーラムの開催が平成２８年２月２０日とすると、これまで想定していたスケ

ジュールよりも若干前倒しとなる。そのため、１月に予定している第１４回部会

については、次回１１月２０日（金）の第１２回部会と、１２月２１日（月）の

第１３回部会での進捗状況に応じての開催としたい。 

 

５ その他 

⇒平成２８年２月３日（水）１８時より、区民会議交流会を予定しているので、で

きる限り参加してもらいたいと思う。 

以上

  


